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掘削対象地層①孔のコア写真 



チコウ仕様ケーシングプログラム 

①孔ではコンダクター管にφ１１４㎜ケーシングを深度１０．９
０ｍ、φ１００㎜ケーシングを深度２４．９０ｍ、φ８４㎜ケーシ
ングを深度３７．４０ｍ迄挿入した（入らなかった）。 



①下部のコア写真 

深度３７．５０ｍ付近より比較的安定した地
層となり、孔壁の維持ができた。 



掘削工法の検討 

① 短期間でさらなる深度（１００ｍ）超を掘削可 
   能な工法の検討 

② ケーシングプログラムの検討 

③ 良好なコアの採取と短期間での大深度へのケ 
   ーシング挿入方法の検討 

つまるところ、早く掘ってくれ、だけどコアは大事
当然エラストも大事。 



配布資料の説明・解説 



掘削工法の検討 



リバース工法施工写真 



リバース工法施工写真 



リバース工法施工写真 



②孔のコア写真 



泥水の使用 

① ケーシング挿入時のトルクの減少 

② ケーシング抑留防止 

③ 良好なコアリング 

④ 付帯作業時間減少による工程の短縮 



泥材（イージードリル） 



泥材（イージードリル） 



泥材（イージードリル） 



泥材（イージードリル） 



泥材（イージードリル） 



今後の対策 

① ケーシング抑留対策 

② コアリング時の泥水使用 

泥水に泥岩に対する化学反応の少ない（防止す
る）泥水添加剤の使用（テルナイトBB)（塩化カリ
ウム）等 

コアキャッチ能力の高いイージードリルのコアリン
グの使用 



下世話なはなし 


